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大山広報
昭和 58年 9月 14日発行

／“.481 （編集）与’： 九州大学広報委員会

第十七回中央図書館貴重文物展観目録

（中央図書館）

平安後期物語とその周辺

は じ め lと

展観に際し教職員や学生諸君が多数来館されるよう希望します。

なお、今回の展示資料の選定、解説、指導、配列等について文学部辛島正雄助

手に多大の御尽力を頂きました。ここに厚く御礼申しあげます。

記

展示場所：中央図書館メインロビー

展示期間：昭和 58年 9月20日（火）から

昭和 58年 10月22日（土）まで



(No.481) 報広学大

説解の料資観展

空前の大作『源氏物語』の出現によって極点に遥した物語文学は、その後、摂関政治体制の動揺、

院政の施行、武士の拾頭という古代末期の歴史的混乱の中で、創作の母体であった後宮文化の衰微に

伴い、測熟・退嬰の道を辿って行く ζ とになる。

「少年の春は」 で始まる今回の展示では、 ζ うした物語文学の黄昏期（（：＇.産み出された作品のうち、

意匠lと満ちた冒頭表現で知られ、中世期には「源氏物語Jと並び称されるほどに声価の高かった「狭

衣物語』を中心tζ、『とりかへばや物語』『堤中納言物語J『住吉物語』『しのびね物語』の四物語

乙れに配するに、作り物語に対する事実物語たる歴史物語から、『栄花物語』と『大鋭』をi怠ぴ、

『今鋭』『水鏡』『摺鏡』のく四鏡〉をもってし、さ らに賞候説話集の『宝物集』 と『今物語』とを

加えて締成してみた。

狭衣物語

『狭衣｜物語』（四巻）は、 l I世紀後半、六条斎院様子肉親王に仕えた宣旨という女性によって作

られた長編物語である。主人公狭衣大将の義妹源氏の宮への什わぬ片恋を軸に、彼をめぐる女人たら

のさまざまな運命が描かれ、不如意な現世tζ身を置く狭衣の、 やむととな き彼岸への儲~が語られる。

そこには『源氏物語』の影響が著しいが、全編にわたって愛の不毛とも称すべき主題が一貫して流れ、

「字治十帖」の続編ともいうべき物語世界を形成している。典拠をち りばめた華麗な文体と緊密 ・周

到な構成とは出色であり、『源氏物語』とと もに、後続の物語作品に多大の影響を与えた。
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狭衣物語

細川文悼本。側担本（］ 6.9×l 8.0 cm）、列帖装、八帖。近世初期写。各帖、金茶綴子表紙中央
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大 学 広 報（N0.481)

の金泥草花ちらし題築に「さころも」と墨書。本文料紙は椿紙。墨付は順に 10 9・38・85・51・

57・57・13 7・87・72丁。一面 11行書。第一・二帖が巻一、三・四帖が巻二、五・六帖と七帖

の一部が巻三、残りが巻固にあたる。本文系統は一貫しておらず、混態本。第五帖lζは錯簡があり、

脱文も多い。第一・二・四帖にのみ奥書がある。元禄八年（ 1695）古筆了眠の極札が添えられて

おり、各帖の筆者をII買に、松殿道基・中院道純・飛鳥井雅章・東園基賢・大覚寺空性親王・実相院

義尊大僧正・持明院基定・日野資弘であるとする。

（司 古活字本狭衣物語

中央図書館蔵。大本（ 2 8.3×1 9.6 cm）、袋緩、四巻八冊。丹表紙左肩の刷原題築に「狭衣巻第一

（二～四）上（下）」とある。一面 12行。一行 22字、字高 22. 3 cm。各冊表紙見返しに「全（共）

八間伊予守小野朝臣氏房」と墨書。

『狭衣物語』の古活字本には、「元和九年五月中旬 心也開板」の刊記をもっ 12行本、これを

もとにした無刊記 12行本二種、別に無刊記 13行本の計四種があるが、本書は、無刊記 12行本

（イ）種に属する（！｜｜瀬一馬『古活字版之研究』の分類による）。

『狭衣物語』は、その伝来の過程において多様な異本群を産み出してきたが、古活字本は、承応

三年（ 1654）に刊行された整版本と同系の、所謂流布本系統の一種である。

け狭衣抄

音無文庫本。大本（ 2 7.7×2 0.2 cm）、袋綴、一冊。近世中期写。紺色表紙左肩の原題築に「狭衣

抄 完」と墨書。本文料紙は椿紙。墨付 14 1丁、一面 15行書。「積庫」（内藤露泊の蔵書印）の

朱印あり。

書名「狭衣抄」は、『狭衣物語』の最初の注釈書である『狭衣下紐』（里村紹巴著。天正十八年

成）の異称であるが、本書は、内容から見て、猪苗代兼寿著『狭衣物語抄』の一本である。本書の成

立は、国立国会図書館蔵本の奥書iとより、天和二年 (1682）のことと知られる。内容は『狭衣下

紐』を増補したもので、巻末には系図並びに年立を収める。

兼寿は、猪苗代兼載七代の末流で、隣松軒と号し、京都に居住した、江戸初期の連歌師。元禄七

年（ 1694）没む

（弓狭衣系図

細川文庫本。析型本（ 1 8.0×1 5.1 cm）、折本、一帖。近世初期写。雷文繋ぎ文様の紺色表紙左肩

の、水色地金泥水辺柳文様の題寮に、「狭衣系図／伊勢物語系図」と墨書。本文料紙は烏の子。墨

付 18丁（『狭衣系図』は 15丁表 1行まで）。

『狭衣系図』は三条西実隆の作といわれ、一般には承応版本付載の切臨校訂のものが知られてい

るが、本書は、「私云」云々の説が付加される以前の、原型本と思われる。内容的には、疑問な点

が多い。
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大 学 広 報（N0.481)

同源氏狭衣歌合

細川文車本。半紙本（ 2 2.2×1 5.8 cm）、列帖装、ー帖。近世初期写。網目織布表紙左肩の、さや

型金泥ちらし原題築に「源氏狭衣歌合」と墨書。本文料紙は椿紙。墨付 40丁、一面9行書。

「源氏狭衣歌合」は、藤原定家が後京極良経ω依頼によって元久三年（ 1206）以前に撰したと

される「百番歌合」の俗称で、「後百番歌合」と合わせて『物語二百番歌合』を形作っている。内

容は、左方tζ 『源氏物語』、右方に『狭衣物語』の歌各百首を、それぞれ恋・別・旅・真傷・雑の

五部に類別して番えたものである。そこには、複雑な文芸的効果を狙った、明瞭な配列意識がうか

がわれる。

伝本は、前稿本系（書陵部本系統）・後稿本系（定家自筆本系統〉に大別されるが、本書は、末

尾lζ付された作者目録より見て、後稿本系統と判断される。

2. とりかへばや物語

音無文庫本。大本（ 2 6.8×1 9.6 cm）、袋縦、四巻三冊（巻一・二が一冊）。近世末期写。白茶色表

紙中央の布題築に「とりかへはや天（地・人）」と墨書。内題「とりかへはやー（～四）」。本文料

紙は緒紙。墨付はII原に、］ ] 6・89・8］了。一面］ ］行書。本書は、山岡凌明校注本の写し。序文の

署名に「明阿弥陀仏」とあることから、明和八年（ 1771）俊明出家以後に成った再校本系統と見ら

れる。上部余白ならびに行聞に、多量の書入がある。

『とりかへばや物語』には、古今二種のあった乙とが知られているが、現存するのは、改作本の

『今とりかへばや』の万である。珍奇えよ書名は、女性的な若君と男性的な姫君をもった父親の、二人

の性格を取り替えることができたなら、という嘆きから出る。従来、平安末期の狂陳的雰囲気の中で

の猟奇趣味の産物という仰々しいレッテルの貼られてきた作品であるが、性の転換という外枠の異様

さを別にすれば、内実はまことにさもありぬべき、写実的な、悲喜こもともの、いささかシニカルな

ドラマとなっている。

3. 堤中納言物語

音無文庫本。大本（ 2 7.1×1 9.1 cm）、袋綴、二冊。近世末期写。題築はなく、薄茶色刷目表紙左

肩に、両冊とも「歌」とうちつけ書きにするυ 内題もないが、上冊 2丁表に全編の目次があり、「花

桜折少将／乙のついて／虫めつる姫君／ほとほとのけさう／逢坂こゑぬ権中納言／かひあはせ／思は

ぬかたにとまりする少将／練女御／はいすみ／よしなし乙と／凡十帖」と記す。上冊に「逢坂こゑぬ

権中納言」まで五編、下冊に「かひあはせ」以下五編が収められる。各編の配列は、現存諸本の大半

を占める流布本系統のものに同じいが、「よしなしとと JI<:続く「冬ともる空のけしき」云々の断章

を欠く。本文料紙は橋紙。墨付上冊 40丁、下冊 47了。一面9行書。
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『堤中納言物語』は、物語文学史上異色の短編物語集として名高い。収められた十編は、ぞれぞれ

がきわめて個性的であるというにとどまらず、成立事情も区々であると考えられるが、いずれも王朝

物語文学の伝統を根深く受け継ぎながら、長編とはまた一味違った歯切れのよいくをかし＞の世界を

産み出している。作中の一編「逢坂越えぬ権中納言」は、天喜三年（ 1055）蝶子内親王家物語合の

際の作たることが明らかになっているが、全編が、いつ誰の手によって現在のかたちに纏められ、

「堤中納言」なる題号が与えられたかは、定かではない。

4. 住吉物語

細川文庫本。半紙本（ 2 4.1×1 7.5 cm）、列帖装、ー帖。近世中期写。表紙は、黄茶色地に目繋ぎ等

の文様を織り出す鍛子。表紙中央、紅色地Iと金泥で雲水を描いた題築に「住よし物語」と墨書。本文

料紙は、鳥の子に金銀泥・切紙等でさまざまえよ文様をあしらった美麗なもの。墨付 58丁u 一面］ 0 

行書。所収和歌 25首 tうち 1首は本文中に混入）、寛永九年板本等流布本系統に属する。

『住吉物語』は、継子いじめの物語の鼻祖として、『落窪物語』と相並んで名高いが、事受の過程

で幾度となく改変の手が入ったため、平安中期の姿を現存本から偲ぶことは不可能といったありさま

である。古典中値ーというべき激しい実本群をもち、作中歌も 20首足らずのものから］ 0 0首を越

えるものまで、大きな幅がある。現存本の祖本は鎌倉時代くらいに成ったものかとされる。

5. しのびね物語

音無文庫本。大本（ 2 6.9×1 8.8 cm）、袋綴、二冊。近世中期写。柿色表紙左肩の墨流し原題築に、

本文と同筆で「しのひね物語上（下りと墨書。内題は「しのひ物かたり」。本文料紙は椿紙。墨付上冊

3 8丁、ド冊 33丁。一面］ 2行書。本文系統は、諸本中最も伝本数の多い第二系統（桑原博史『中

世物語の基礎的研究』の分類による）に属する。

現存『しのびね物語』は、平安末期までに成立していた古本を、中世期に改作したものであり、内

容は、内大臣の嫡男四位の少将きんつねと、中務の宮の遺児しのびねの女君との悲恋物語であるが、

きんつねは世をはかなんで横JllK遁世するが、女君は帝の寵を得て国母となり、現世の栄華を極める

という結末である。古代物語から御伽草子へと変貌して行く物語文学の崩壊過程を知る上で、最も注

目すべき作品のひとつである。

6. 栄花物語

支子文庫本。大本（ 2 7.1×l 9.8 cm）、袋鎖、三十二巻十六冊存（二・三・十一・十八の四冊を欠

く）。古活字版。栗皮表紙中央の題筆（後補） fζ 「栄花物語支たつ罪」の知く墨書。各冊首に「栄

花物語／一 月宴／ニ花山」の知く巻名周次を付す。一面 ll行。本文字高 21.2 cm。刊記はない
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が、元和見永 lI 6 I 5～I 6 4 4 ）中の開版とされる＜ JI I瀬前掲苫）。

『栄花物語』は歴史物語の最初の作。全四十巻より成る長編であるが、藤原道長の死までを扱った

前編三十巻と、それ以後の後編十巻K大別できる。作者には古来赤染衛門が擬せられるが、確証はな

い。おそらくは複数の女性の手により数次にわたって3き継がれたものと恩われる。『源氏物語』の

多大の影響を受け、編年体により、宮廷貴族社会の悲喜両面の記事を載せるが、中核は道長賛美にあ

ると認められ、 lまlま同時期ぞ扱いながらも、樹権争いの舞台裏までもあばき出す『大鋭』とは、好対

照をなす。

ゅ
！
の
る
の

本、
ihv

（付）栄花物語系図

細川文庫本。大本 （26.9×I 9.J cm）、折本、一帖ω 近世初期写。表紙は、銀色斐紙Iζ、富文繋ぎ

に迩 ・牡丹 ・唐草の文様を型押しする。表紙左肩の金切紙題築に「栄花物語系図」と墨書。内題も

同じ。本文料紙は鳥の子。墨付 24了。人名の績に多く貼紙をもってフリガナを施す。政文lζ 「此

物語のうちにその名ゐまた待れと そよ／それとしらでも聞ゆるはもらしぬをろか／伝る女のしいた

せる乙となれは乙うせいの／くちをあはせかたきのみ 」とあるが、同じ政文が天理図笹鎗蔵本にも
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見られ、岡本はさらに続けて「寛永八年六月主六日ニ作之者也」とあり、本系図の成立年次を示す

ものと思われる。

なお、本書は、先の『狭衣系図』と体裁酷似し、筆跡も似通っていることから、あるいは同時に

製作されたものかと思われる。

1 大鏡

萩野文庫本。大本（ 2 8.4×l 9.9 cm）、袋綴、七巻三冊。近世中期写。 1朽葉色表紙（後補）左肩の題

筆（子持枠あり）に「大鏡 上（中・下）」と墨書。本文料紙は椿斐混漉。墨付は順に 87・l0 0・

84丁。第一冊首K総目次を置く。一面 ll行書。第二冊は、親本が第一丁を除いて最終了から第二

丁まで逆に綴られていたものか、甚だしい錯簡を有しており、親本の一丁分ずつ後ろから読まないと、

文意が通じない。本文系統は、増補本文を有する流布本系統。「大津書橿」（石野広道の蔵書印）の

朱印あり。

『大鏡』は四鏡の第一。文徳天皇から後一条天皇の万寿二年（ 1025）に至る、］ 4代 l7 0年余を

扱った歴史物語である。『栄花物語』の編年体に対して、『史記』等l乙範をとったと覚しき紀伝体で

あり、戯曲的構成で事件の裏表を浮き彫りにするとfど、内容・形式ともに新機軸がうち出されており、

後続の鏡物に絶大な影響を及ぼした。文体も和漢混交のキピキピしたもので、 ζの点でも『栄花物語』

の女性らしい冗漫さとは対照的である。

a今鏡

細川文庫本。半紙本（ 2 3.5×l 6.9 cm）、列帖装、十巻十冊。近世中期写。表紙は石畳文様を織り出

す鍛子。見返し金切紙。表紙中央の題寮に「続世継第一（ー第十）」と本文同筆で墨書。内題同じ。

本文料紙は鳥の子。墨付はJI頂l乙48・49・36・50・52・70・49・39・3l・29了。一面 l0行書。

第一冊首に総目次を置く。本文系統は流布本系。

『今鏡』は四鏡の第二。『大鏡』を継ぎ（本書外題「続世継」は、「世継」＝『大鏡』の続編との

意）、高倉天皇の嘉応二年（ 1170）までの l2代 l4 0年余を扱う。『大鏡』より一層本格的な紀

伝本をとるが、内容的には、政治よりは文学・芸術等に関する文化的なことがらにより興味が向けら

れており、その点ではかえって『栄花物語』に近い。作者には、藤原為経（法名寂超）が有力視され

ている。

9. 水鏡

萩野文庫本。大本（ 2 8.3×l 9.9 cm）、袋縦、一冊。近世中期写。朽葉色表紙（後補）左肩の題寮

（子持枠あり）に「水鏡」と墨書。本文料紙は緒斐混漉。墨付 ll 5了。一面 ll行書。巻首tζ目次
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を置く。「大津密緬」の朱印あり。本文は流布本系統。墨及び朱による書入・校合あり。奥容に「本

云 ／此水鏡申請大慈光院南御所御本器売lfd~ ：借／卿掌待~~＝；慾今書写可秘議之／永正第九後四月

古椀散木判jとあり 、本容が宮内卿内待 （勾当内待） z宮本の転写本の写しである乙とがわかる。→ヴミ白

また、奥容のあとに貼紙があり、 『薩戒記』（中山定親の日記〉応永三十三年十一月十六日の記事を

51いて、『水鏡』が中山忠親の手Iと成った証を示している。

『水鏡』は四鋭の第三。『扶桑略記』を基tζ、神武天皇から仁明天皇に至る 54代 15 1 0年の歴史

を編年体で綴ったもの。上記中山忠親の手によって文治・建久（ 1 1 8 5～ 1 1 9 8）頃に成ったかとされ

る。

もと 「大鏡Jr今鋭』『水鏡』の＜三鏡＞なお、 本容は、前記荻野文庫本 「大鋭Jと体裁酷似し、

揃いで作られたものが、『今鋭』のみ失われたものと思われる。
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上末」支子文庫本。大本（ 2 8.4×2 0.8 cm）、袋綴、十九巻六冊。 古活字版。選色表紙左1'4R「ます

の如き、古活字で接した仮原題築がある（「上本」は剣蕗） 。一面 12行。本文字高 22.8 cm。刊記

はないが、同極活字の『大鏡』 『水鏡』とともに、慶長元和（ J 5 9 7-1 6 2 4 ）中に刊行されたもの

とされる（ J 11瀬前掲密）。本書は後の盤版本の祖となったものであるが、巻次 ・本文等lζ錯乱があり、

吉本の面白を伝えていない。

『増鋭』は四鋭の掠尾を飾る作品。治承四年 （1180）後鳥羽天皇誕生から元弘三年 （1333）後
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醍醐天皇隠岐よりの還幸まで、 l5代 l5 0年余を扱う。『大鏡』の紀伝体に対し、『栄花物語』風

の編年体をとり、内容的にも、公武二重政権下の厳しい現実を見据えるよりは、王朝的な儀式・恋愛

等に関心が深い。作者としては、北朝の重鎮であり、当代随一の学者でもある二条良基（ l 3 2 0～ 

1388）説が有力である。

1 t. 宝物集

萩野文庫本。大本（ 2 7.l×2 0.7 cm）、袋綴、一冊（もと二冊を合綴）。近世初期写。紺色表紙左肩

に「宝物集下」と大きくうちつけ書きにする。本文料紙は椿紙。墨付 ll 7了。一面 l0～ l l行書。

「要粛珍蔵J（細野要斎の蔵書印）の朱印あれ本文は二巻本系統に属するが、その中でも、（1）「六

道の物語」の占める割合が大きい（2）『法華経』からの引用が詳細（3｝女人往生を強調（4）「往生十二門」

の順序が異なる (5）藤原義孝往生説話を欠く（6）所収和歌 78首に独自歌 2首を含む、等の特色がある

（南里みら子『宝物集』＜在九州国文資料影印叢書〔第二期〕 1＞解題）。

『宝物集』は、平安末期、平康頼によって編まれた仏教説話集。現存諸本は、一巻・二巻・三巻・

六巻・七巻・九巻など各種あるが、いずれも原形からは遠い。『大鏡』風の対談形式をとって仏理の

説明をするという主題と構想は諸本共通しており、乙の点、説話の記録集成ということのほかに、評

論文学としての性格を帯びているといえる。

1 2. 今物語

細川文庫本。大本（ 2 7.3×2 0.l cm）、袋領、一冊。近世中期写。表紙は薄茶地に紺で春の七草をち

らし書きにする。題築はなく、表紙中央に本文別筆で「今物語」とうちつけ書きにする。本文料紙は

緒斐混漉。墨付 33了。一面 l2行書。外題と同筆の朱校あり。

『今物語』は、藤原信実（隆信男）の編と伝えられる鎌倉時代の説話集。内容は、主に平安末か

ら鎌倉期にかけての、宮廷に取材した風流談・情事談・滑稽談等の小話 53編の集成であり、『袋草

子』『十訓抄』『古今著聞集』等と共通する話も多い。そ乙には、新しい時代の潮流に背を向け、過

去の輝かしい時に今の自らの存在を結ひ号つけようとする、尚古的な姿勢がいちじるしい。
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